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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撥油性ポリマー表面コーティングを有するデバイスを製造する方法であって、
　導電面を準備し、
　シラン含有組成物の薄層を得るために、前記導電面をシラン含有組成物で処理し、
　電解質およびモノマーを含む電解質溶液を準備し、
　撥油性ポリマー表面コーティングを得るために、前記電解質溶液の存在下、前記処理し
た導電面上で電気化学重合を行う、方法。
　ここで、前記モノマーは、下記のモノマー、又はこれらの混合物からなる群より選択さ
れ、

Ｒはフルオロアルキル基、ペルフルオロアルキル基、フルオロアルコキシル基、－（ＣＨ

2）x－Ｌ－（ＣＨ2）yＣnＦ2n+1からなる群から選択される置換基であり、Ｌは二価のエ
ーテル結合、ｘ及びｙはそれぞれ０～６の整数、ｎは１～２０の整数であり、Ａはアルキ
ル基、フルオロアルキル基からなる群から選択される置換基である。
【請求項２】
　前記シラン含有組成物は、アミノアルキルシラン、メルカプトアルキル－シラン、シラ
ン含有ピロールからなる群より選択される加水分解性シラン、又はこれらの混合物を含む
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、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記撥油性ポリマー表面コーティングは、下記の繰り返し単位、又はこれらの混合物か
らなる群より選択される繰り返し単位を含有するフルオロポリマー組成物を含む、請求項
１に記載の方法。

　ここで、Ｒはフルオロアルキル基、ペルフルオロアルキル基、フルオロアルコキシル基
、－（ＣＨ2）x－Ｌ－（ＣＨ2）yＣnＦ2n+1からなる群から選択される置換基であり、Ｌ
は二価のエーテル結合、ｘ及びｙはそれぞれ０～６の整数、ｎは１～２０の整数であり、
Ａはアルキル基、フルオロアルキル基からなる群から選択される置換基である。
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